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はじめに




































mofaj/gaiko/oda/region/africa/horn_of_africa/ より 閲覧日時：2015 年 11



















　こうした国際的な報道や人道支援に関する流れを受けて、日本でも 2011 年末から 2012 年に外務
省および JICA がアフリカの角地域への支援計画と予算の規模を発表した。
　外務省は同地域への支援として、国際機関へ２億 4,600 万ドル、NGO への活動支援として約７
億 8,900 万円、そして緊急援助物資の供与として約 9,000 万円の金額を拠出している。また日本の
国際協力機構（JICA）は 2011 年の８月時点でケニア、エチオピア両国に緊急支援として 9,000 万
円相当の物資供与を決定した。また干ばつ被害への中長期的な取り組み（地域におけるレジリエン
ス強化など）を目的として、１億 8,000 万円の予算が組まれ、2011 年から様々な取り組みが行われ
ることとなった。







　本稿で取り扱う JPF での本地域での緊急支援プログラムの活動だが、　JPF の「アフリカの角」
地域における干ばつ被害を支援する緊急人道支援プログラムは大きく二回に分かれ、それぞれ「東
アフリカ干ばつ被災者支援」プログラム（2011 年８月 3 日から 2012 年６月 2 日まで）と「アフリ
カの角支援」プログラム（2012 年６月 3 日から 2013 年５月 31 日まで）とがある。この二つのプ
ログラムに参加した NGO 団体は計８団体、その中には日本を代表する緊急支援 NGO であるピー
スウィンズ・ジャパン（PWJ）や難民を助ける会（AAR）、またセーブ・ザ・チルドレン・ジャパ
国際地域学研究　第 19 号　2016 年 3 月94
ン（SCJ）など日本の主要な NGO 団体が含まれていた。
　ちなみに、後に述べることにもなるが、JPF のプログラムは日本政府の外務省を通して ODA の
資金が主な供給資金となっており、「東アフリカ」および「アフリカの角」の両期間のプログラム
で約５億 4,000 万円もの ODA 資金がその活動支援に充てられた。また、この時期の「アフリカの
角地域」における干ばつ被災者支援に対して、ODA だけでなく民間資金も動き、国際協力 NGO
センター（JANIC）2）も干ばつ支援の募金活動を行い、本支援活動を行う JANIC 加盟団体の NGO
に対して 2011 年から 2013 年の間、一定額の寄付金の配布を行っていたことも指摘しておきたい。










体 」、 も し く は「 ネ ッ ト ワ ー ク
NGO」であることである 3）。JPF
は 現 在、47 の 加 盟 団 体 を 抱 え
（2015 年 10 月現在でのもの。また


















（緊急対応時の流れ｜ JPF について｜国際協力 NGO ジャパン・プラット
フ ォ ー ム（JPF）　http://www.japanplatform.org/about/flow.html よ り












の NGO 諸団体へのプログラム参加の呼びかけ、プロジェクトの吟味 4）、モニタリングの調整など
の作業は JPF 事務局の事務局員などが担当し、災害時および緊急事態発生時での資金供与の適性







2-1　2011 年 10 月から 2012 年 12 月までの経緯
　ここでは、筆者が参加したプロジェクトの当事者団体である NGO を多少の匿名性を付すかたち






















事業期間 2011 年 10 月 10 日～2011 年 12 月２日
事業地域 ケニア共和国マンデラ・ガリッサ・カジアドの三州
事業内容 水の確保、食料の確保
予算規模 約 1,600 万円
　次の時点（緊急対応期）で行われたことは、初動対応期にて支援を行った各 NGO が引き続き活
動を行う地域を焦点化し、そして支援地の状況に見合った柔軟な支援のかたちを形成していくこと




















































































































































































































































































































国際地域学研究　第 19 号　2016 年 3 月104
JICA の草の根パートナー支援のケニアにおけるレジリエンスのプログラムが各 NGO のプロジェ
クトの継続を約束したが、CIA は現在ロヤンガラニでの活動を行っていない。（了）
［注釈］
 1）　Guardian 紙2011 年８月 11 日付け
 　　http://www.theguardian.com/global­development/interactive/2011/jul/04/somalia­hornofafrica­drought­
map­interactive?INTCMP=SRCH、2015 年 10 月 22 日閲覧。
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